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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 
高 濃 度 二 酸 化 炭 素 く ん 蒸 処 理 に よ る イ チ ゴ の 主 要 害 虫 に 対 す る  
防 除 技 術 の 実 用 化 に 関 す る 研 究 （ 小 山 田 浩 一 ）  
 
 本 研 究 は 、 定 植 前 の イ チ ゴ 苗 に 高 濃 度 二 酸 化 炭 素 く ん 蒸 処 理 を 行 い 、
難 防 除 害 虫 で あ る ナ ミ ハ ダ ニ を は じ め と す る 、複 数 の 微 小 害 虫 に よ る 被
害 の 低 減 を 実 験 室 お よ び イ チ ゴ 栽 培 圃 場 で 検 証 し た も の で あ る 。そ の 結
果 、 定 植 前 の イ チ ゴ 苗 を 6 0 %の 二 酸 化 炭 素 に 3 0 ° C で 1 6 時 間 処 理 し た
場 合 、全 て の 発 育 ス テ ー ジ の ナ ミ ハ ダ ニ を 殺 虫 で き る と 同 時 に 、ワ タ ア
ブ ラ ム シ や オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 防 除 に も 有 効 で あ る こ と が 明 ら か と
な っ た 。ま た 、こ の 処 理 条 件 は イ チ ゴ 苗 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い こ と も 確
認 さ れ た 。さ ら に 、高 濃 度 二 酸 化 炭 素 く ん 蒸 処 理 を 行 っ た イ チ ゴ 栽 培 圃
場 で は 、未 処 理 の 圃 場 に 比 べ て 、ナ ミ ハ ダ ニ の 発 生 が 大 幅 に 低 減 さ れ る
こ と が 示 さ れ た 。以 上 の 成 果 に 基 づ き 、高 濃 度 二 酸 化 炭 素 ガ ス く ん 蒸 装
置 の 開 発 が 行 わ れ 、 イ チ ゴ 栽 培 で の 実 用 化 に つ な が っ た 。    
以 上 の よ う に 、本 論 文 は 、こ れ ま で に な い 新 た な 防 除 法 の 開 発 に 貢 献
す る な ど 実 用 的 な 価 値 が 極 め て 高 く 、論 文 の 内 容 、構 成 お よ び 公 表 論 文
数 も 基 準 を 満 た し て い る 。よ っ て 、本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 は 、全 員 一 致
し て 本 論 文 が 博 士（ 農 学 ）の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 が あ る も の と 判 断
し 、 合 格 と 判 定 し た 。  
最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨  
 
高 濃 度 二 酸 化 炭 素 く ん 蒸 処 理 に よ る イ チ ゴ の 主 要 害 虫 に 対 す る  
防 除 技 術 の 実 用 化 に 関 す る 研 究 （ 小 山 田 浩 一 ）  
 
 最 終 試 験 は 、平 成 2 8 年 6 月 2 4 日 に 宇 都 宮 大 学 農 学 部 に て 、学 位 論 文
の 公 開 発 表 に 引 き 続 き 、論 文 審 査 委 員 に よ り 行 わ れ た 。最 終 試 験 で は 学
位 論 文 の 専 門 領 域 に 関 す る 質 疑 応 答 が な さ れ た 。そ の 結 果 、本 審 査 委 員
会 は 小 山 田 浩 一 氏 が 自 立 し て 研 究 を 進 め る こ と が で き る 学 力 と 見 識 を
有 し て お り 、 博 士 （ 農 学 ） の 学 位 を 授 与 す る に 足 る 資 格 が あ る と 認 め 、
最 終 試 験 を 合 格 と 判 定 し た 。  
 
